
 
 

 
 
 
 
 

南蒲生浄化センター汚泥処理施設再構築事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

汚泥処理施設再構築計画の検討状況説明書 
 
 
 
 
 
 

令和７年５月 
 
 
 
 
 
 
 

建設局 下水道建設部 下水道計画課 
 
 
 

 



1 
 

１. 事業の目的とこれまでの経緯 

  南蒲生浄化センター汚泥処理施設再構築事業（以下、本事業）は、昨今の社会情勢を踏まえ、最適

な汚泥処理システムに再構築することを目的としている。 

そのため、令和６年９月に取りまとめた南蒲生浄化センター汚泥処理施設再構築修正計画（以下、

再構築計画）においては、現在、令和９年度の供用に向けて進めている汚泥濃縮施設の改築及び汚泥

消化施設の整備並びに民設による消化ガス発電施設の整備を行う消化ガス発電事業との整合を図り

つつ、下水汚泥の資源利用と温室効果ガス排出量の削減に重点を置き、汚泥処理の方向性について検

討を行い、汚泥処理方式や官民連携による事業方式の方向性を示したところである。 

 

 

２. 南蒲生浄化センター汚泥処理施設再構築事業ＰＰＰ/ＰＦＩ導入実施設計等業務委託の位置

付け 

  南蒲生浄化センター汚泥処理施設再構築事業 PPP/PFI 導入実施設計等業務委託（以下、本業務）

は、再構築計画を基に、事業を行うにあたって必要となる基本設計及び導入可能性調査の実施、実施

方針及び要求水準書等の事業者募集に必要な図書の作成、要求水準書に基づく技術提案の審査支援等

を行うものである。 

   

 

３. 仙台市の取り組み方針 

  仙台市下水道事業の目指すべき方向性と施策等を取りまとめた仙台市下水道マスタープラン（以下、

マスタープラン）は、令和 7 年度をもって現在の計画期間を迎えることから、仙台市の上位計画であ

る仙台市基本計画や国土交通省の新下水道ビジョン加速戦略の趣旨を踏まえ、令和 8 年度からの次期

マスタープランの策定を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 次期仙台市下水道マスタープランの体系及び他の計画との関係 
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  そのため、本事業は次期マスタープランの基本方針に基づくものとし、脱炭素社会・循環型社会の

実現に貢献するため、温室効果ガスの削減や省エネ・創エネ技術の更なる導入に加え、これまでの下

水汚泥の資源利用をより一層推進することを目指すものとする。 

 

 

４. 南蒲生浄化センター汚泥処理施設再構築事業の方向性 

  本事業の方向性は次のとおりとしており、導入可能性調査を行い官民連携手法の検討をした上で最

終決定する。 

  １）汚泥処理方式 

     発生汚泥量の全量を消化し資源化処理（炭化もしくは乾燥）とする。 

      ※発生汚泥量の半量を消化する施設は，消化ガス発電事業において現在，建設中である。

そのため，本事業において残る半量について消化する施設を建設することとした。 

  ２）事業範囲 

 設計・建設の範囲  ：消化施設、脱水施設、資源化施設及びその他必要な設備及び 

施設 

 

 

 

 

 

 

 

     図２ 本事業における設計・建設の範囲 

 

 維持管理・運営の範囲：濃縮施設，消化施設，脱水施設，資源化施設及びその他必要 

な設備及び施設、資源化物の有効利用 

 

 

 

 

 

 

 

     図３ 本事業における維持管理・運営の範囲 

 

 

  ３）事業手法 

     事業費の縮減，事業期間の短縮を図るとともに民間の創意工夫を最大限活かしつつ，運営・

維持管理リスクを低減することが可能な官民連携方式（PPP/PFI）として、DBO 方式とする。 
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５. 再構築事業の予定用地 

    本事業で想定している用地を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 南蒲生浄化センター一般平面図 
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